Experience with the Primary Hyperparathyroidism in Urolithiasis by 楠, 隆光
Title尿石症に於ける副甲状腺機能亢進症の経験
Author(s)楠, 隆光








'泌尿 紀 要6巻9号 噛
.昭 和35年9月.
尿石症に於ける副甲状腺機能亢進症の経験
大阪大学教授 楠 隆 光
  Experience with the Primary Hyperparathyroidism in Urolithiasis 
                        Takamitsu KUSUNOKI, M.D. 
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   Three cases of upper urinary tract calculi with the primary hyperparathyroidism 
due to adenoma of the parathyroid gland were experienced in the period of 19 months, 
September 1958 through March 1960. Three cases correspond to 2.8% of all cases of 
upper urinary tract calculi treated during the same period. This incidence is similar 
to that reported in literature in Europe and the United States. The fact suggests that 
the hyperparathyroidism as a cause of urolithiasis would be found more frequently 
in Japan by always keeping this pathology in mind and making effort to disclose it. 
   The most important factors in the diagnosis are decrease of the tubular  reabsorp-
t ion of phosphate and of urine concentration.
今 日,私の敬愛致します稲田務教授の京都大
学教授就任10週年記念学会におきまして,特 別







実現されて今 日に至つておられ ますが,そ の中













移つた頃に,私 の興味 を引いた ものの一っに
Albrightetal.の尿石症の 病因としての副甲




者の石灰代謝 の検査を開始 した.間 もなく,著























例に就ては既に発表 した処で あるので,薮 に



































































































2.96TRP(尿 細 管P再 吸収 率)は52.8%で,非
常 に低 下 して い 即(第1表)
3.Ca負 荷 試 験 成 績 は,第2表 並 び に 第1図 の 如
く,異 鴬 を示 した.
4.副 甲状 腺 係数 は.第2表 に示 す 如 く,や や 小 で
あ る.
5.燐 制 限 試 験(Phosphatedeprivationtest)
の成 績 は,第3表 の如 くで,や や 原 発 性 副 甲状 腺 機 能
充進を思わしめるものである.
6.水 試験で濃縮機能は中等度に障害されている.









































































































































































































































































外に方法はない.そ して,そ のためには,次 の如 く2
段階に分けてScreeningを進める必要がある.






















⑧ 副甲状腺係数 第6図 に示す如く,副甲状腺係
数値も,Ca負 荷試験と同様に,本症症例を対照結石
症例から区別する手掛 りとはな り得るが,本 症の疑い
濃厚例から鑑別する手掛 りとはな り得ない.
(4)%TRPそ の測定成績は第7図 の如 くで,%
TRPの 低下は本症に特有で,本症 々例を対照結石症
例は勿論の こと,本 症の疑い濃厚例から区別するの
に,有 力な手掛 りとな り得ることを示している.な
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